
2008年プリオン病感染予防ガイドラインはなぜ遵守されないか
―独⾃対応策の策定がガイドライン遵守の妨げになる―

解 説

1. CJDインシデント事例調査ではプリオン病感染予防ガイドラインを意
識している施設が多いにも関わらず、結果的にはガイドライン要件を
充⾜しきれない事例に多く遭遇する

２.施設の独⾃対策・古いガイドライン参照、などが妨げになっていた。
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例外なく最新CJDガイドライン遵守が重要


